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Abstract
The purpose of this study is to clarify how to use sticky notes written by children as one of the
evaluation materials in Living Environment Studies.
As a result, the following things became clear. (1) Sticky notes are useful, considering the
developmental stage of the first graders, since it is difficult for them to look back on worksheets filled
out by them at a glance. (2) Sticky notes at a glance make it possible to compare the ideas written by
children in each sticky note. Also, sticky notes offer teachers insight on how children’s realizations have
changed.
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⚑ 問題の所在と研究の目的
周知のように、平成29年に示された総合的な学習
の時間の解説1)では、新規用語として「考えるため
の技法」が示された。この「考えるための技法」と
いう用語自体は確かに新規ではあるが、これまでも
様々な形で、これに類した実践が行われてきたとい
えよう2)。また、総合的な学習の時間よりも実践史
の長いこれまでの生活科の学習においては、このよ
うな技法が用いられる場面が散見され、思考の拡散
や収束の方法として取り入れられて来たことも事実
といえる。生活科研究の碩学である嶋野は、「思考
する―考える―とは、知識・情報について疑問を
持ったり、知識・情報を関連付けたり、比較したり、
整理したり、自ら確かめたりする等の知識・情報を
色々な形で扱う知的な行為3)」という。当然、生活
科においても思考は重要であり、無藤は「思考を表
現し、その表現と学習者が対話し、さらにその対話
が他者との共同へと発展する過程が近年注目され、
授業の工夫が進んできた4)。」としている。以上を
踏まえると、小学校⚓年生以上が学習する総合的な
学習の時間に先立つ、⚑・⚒年生における低学年で
の生活科における「考えるための技法」についての
検討こそ不可欠であるといえよう。
先行研究として「考えるための技法」の研究に取
り組んでいる実践を見てみると、生活科において秋
の様子についてイメージマップで整理し歌を作ると
いう実践などが示されている。ここでは、児童が自
分の秋のイメージをグループで出し合い、各グルー
プで話し合った内容を発表するという展開が示され
ている。この授業では「集中が切れてしまった子が
いた。（中略：筆者）一人ずつイメージマップを書
かせて発表させるスタイルでもよかったように思
う5)。」といった言及が見られる。つまり、低学年
の児童が考えることをグループで行うと集中力が切
れることがあり、個人で考えることが重要であるこ
とが示されているのである。すなわち、総合的な学
習の時間における「考えるための技法」での協働と
は別に、低学年による生活科としての「考えるため
の技法」においては、まずは個々人での活動を保障
することが必要であるといえよう。
ただし、児童一人一人による個々人での活動を保
障するという点では、これまで長い間用いられてき
た KJ 法6)に代表されるような付箋紙等を用いた整
理方法も「考えるための技法」として考えられよう。
従前の様々な実践を散見しても、児童の考えを表出
する場面において、付箋紙等の活用は多く見られ
る。そのような学習では児童が自由に発想したこと
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を付箋紙に書き込み、それを整理する手段として
「考えるための技法」が用いられているのである。
その理由は、やはり付箋紙に書いて貼ることや動か
せることという一連の動作が低学年の児童にとって
は容易であるからであり、「考えが動く」という思
考の操作活動を、児童自身の手で取り組むことが可
能になるからであろう。この付箋に書くということ
こそが、低学年の児童にとって比較的容易であり、
また、それを動かすことも可能なことなのである。
すなわち、このような操作としての付箋紙の活用
は、活用の軽重はあれど「考えるための技法」とし
て低学年の児童でも可能であることから多用されて
いるといえよう。
それでは、このように低学年の児童において付箋
紙を活用して「考えるための技法」を用いることで、
そこで活用された付箋紙は児童自身にどのように
フィードバックされるのであろうか。何よりも、児
童が活用した付箋紙を児童に返し、児童の学びの価
値付けを行っているのかということこそ検討される
べきことであろう。「考えるための技法」を用いる
ための道具としての付箋紙に、生活科において重要
とされる低学年の児童の思いや願いが書かれている
以上、それは児童にとってのワークシートであり、
work（作品）であると捉えることができる。そう
であるならば、「考えるための技法」の中で用いら
れた付箋紙が、活用後にどのように児童にフィード
バックされているのかということ、すなわち、児童
の付箋紙がどのように還されているのかという評価
の点については、未だ明らかになっているとは言い
難いのである。それは、従前の研究では、児童が書
いたものをどのように整理するのかという思考の操
作活動の様相を研究の射程としており、その付箋紙
がその後の学習にどのように活かされたのかという
点は、あまり検討されてこなかったことに起因する
といえよう。
そこで、小論においては、生活科において低学年
の児童が記述した付箋紙を、教師が児童にフィード
バックしたり児童自身が自己評価の資料として用い
たりすることができる方策を検討し、そのような成
果物を評価資料として活用する方法について明らか
にしたい。
⚒ 研究の実際
（⚑）研究の構想
本研究において付箋紙を用いる意図は、「思考力・
判断力などを育成する授業では、頭の中の行為を外
に見える具体的な行為-活動-に変換すればよい7)」
からである。これまでの付箋紙の活用は、主として
①付箋紙に個人で記入する→②記入した付箋紙を広
めの用紙を用いて集団で整理する→③整理したこと
からいえることを考える、といった方法であった。
しかし、本研究では、この①から③の後に、④書い
た付箋紙を自分のワークシートに戻して自分の学び
の振り返りに活かす、という活動を取り入れる。そ
れは、全体で共有して「整理したことからいえるこ
とを考える」という収束場面から、さらに自分の付
箋紙を手元に戻して自分の考えを俯瞰して全体を見
ることができる場面を設定するためである。それに
より、自分の考えを収束させた場面から次の学習に
活かすことができるようになろう。そのため、先行
研究で明らかな「子ども一人一人が多様な他者との
主体的かつ対話的な学びを通して、また、『育成を
目指す資質・能力』を三つの柱と関連付けた振り返
りを踏まえて、深い学びを実現していくための支援
が、意図的に計画・実施されていくことが重要であ
る8)。」ということを踏まえ、単元の学習計画を作
成する。さらに、「『子どものカリマネの』の pdca
を『単元のカリマネ』の PDCAの Dに組み込む9)」
という先行研究の成果を採用し、活動①⇒収束場面
（活動の振り返りと次の活動への見通し）⇒活動②
⇒振り返りと設定し、その変容に研究の視点をあて
ることとする。
（⚒）付箋紙の活用と評価資料となる成果物
本研究で対象とした実践は、Ｆ小学校⚑年生35名
であり、実践時期は⚖～⚗月までの⚒単元である。
実践Ⅰ：児童が付箋紙を用いないワークシートを、
書いた児童本人の学びの整理にいかすこと
を主眼とした実践（図⚑）
単元名：「いっしょに あそぼうよ」全⚗時間
実践Ⅱ：児童が書いた付箋紙を、書いた児童本人の
学びの整理にいかすことを主眼とした実践
（図⚒）
単元名：「なつあそび」全⚗時間
以上の⚒つの実践を研究の対象としたのは、同じ
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授業時数が計画できること、児童が小学校入学後の
「書くこと」に対する資質・能力が比較的近い時期
の実践であることによる。また、「考えるための技
法」として付箋紙を選択することについては、児童
自身が自分のペースで記入できること。さらに、付
箋紙を貼ったり剥したりすることができることにつ
いては、児童自身が全体の場で友だちと協働的に活
動することと、個で活動することができることから
採用することとした。すなわち、児童が自分の書い
た考えが動きにくいワークシートと比較し検討する
ということである。
なお、これら⚒つの実践は、活動①⇒収束場面
（活動の振り返りと次の活動への見通し）⇒活動②
⇒振り返りとなるように設定している。実践Ⅰと実
践Ⅱについての研究構想との関係は、図⚑と図⚒に
示すようである。実践Ⅰにおいては、活動の後に B
⚖サイズの振り返り用紙に記入を行い、記入したも
のを全体での振り返りに用い、振り返りの後に画用
紙に貼って、それを次の活動に活かすことにした。
実践Ⅱにおいては、活動の後に振り返りを付箋紙に
記入し、その付箋紙を全体で整理する。そして、掲
示した後に自分の画用紙に貼って、次の活動に活か
すこととした。以下で、実践の概要と考察を述べ
る。
（⚓）生活科における実践Ⅰの概要と考察
①単元の目標
通学路や公園などでの様々なかかわりを通して得
た新たな気付きを、自己の生活に活かそうとするこ
とができる。
②単元計画：
第一次（⚓時間）…『みんなで通学路を歩こう』
・歩く計画・約束…⚑時間
・歩いてみよう…⚒時間
第二次（⚑時間）…『大切なことはなんだろう』
・歩いてみた振り返りと次の計
画…⚑時間
第三次（⚓時間）…『公園に行ってみよう』
・歩いてみよう遊んでみよう！
…⚒時間
・振り返り…⚑時間
（本単元では、通学路を歩く学習と公園に遊びに
行く学習の⚒つの学習を⚑つの単元としている。今
回の公園に遊びに行く学習をきっかけにして、公園
と児童とのかかわりをはじめている。）
③考察
実践Ⅰの概要は、資料⚑である。研究の構想とし
た「付箋紙を用いない児童のワークシートを、書い
た本人の学びの整理にいかすこと」を主眼とした実
践という点では不十分なものであった。その原因と
して、以下の⚓点があげられる。すなわち、第⚑に、
児童の書く能力や貼る能力、そして何より言語能力
等が想定したものと大きく異なった点である。これ
は研究の構想段階での問題である。⚑年生の⚖月の
発達段階や学習経験といったものを、より踏まえて
おく必要があった。第⚒に、児童の意識として振り
返りの活動が必要であったのかという点である。児
童は⚒つの活動を「楽しかった」という。しかし、
そこで「何が？」ということを問うと、「遊んだこ
と」「歩いたこと」など具体的行動で答えたり、「○
○を見つけたから」といったような気付きを出した
りする児童も見られた。この点を教師は、まとめた
り、整理したりして児童の中に価値付けようとする
のだが、はたして児童が本当にやりたい活動として
捉えられているのかということがあげられる。第⚔
時の「児童が活動を振り返って、次の計画を立てる」
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図⚑ 実践Ⅰにおける活動と収束場面との関係
・活動後ワークシートを記
　入し、活動①の振り返り
　の資料とする。
・全体で振り返った後、
　自分のワークシートを
　画用紙に貼る。
・画用紙に貼ったものを、
　次の活動に活かす。
図⚒ 実践Ⅱにおける活動と収束場面との関係
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次 児童の活動の様子
第
一
次
第⚑時：教室で児童が通う通学路についてどのような場所があるのかを出し合う。
第⚒時・第⚓時：（雨になったものの）実際に通学路を歩いてみる。
児童からは、「道が狭い」「バスを待つところはこんな場所なんだね」「美術館や博物館の前には広い場所があるよ」といった発
言があった。この活動の中で、美術館の近くに公園があることをみんなに伝える児童が出てきて、実際に行ってみることとなった。
「雨だから遊べないね…」と話はしつつも、少しだけ遊ぶ児童。「こんどはここにきたい！」という声があがる。帰りに道でも、
「こんど、またきたいね」という発言がある。
第
二
次
第⚔時…児童が活動をふりかえって次の計画を立てる。
発表で前時の学習の振り返りを発表する児童。しかし、実際に記述しようとすると書けるものの、児童における記述力の差が見
られ、ワークシートを貼るというところまで到達することができなかった。授業では教師が児童の発言をつなぎながら、次の学習
活動の約束を全体で作ることはできた。しかしながら、児童がワークシートを書く、貼ることは、困難であった。
第
三
次
第⚕時・第⚖時：前時の学習をもとに、通学路をもう一度歩き、公園に行ってみる。
通学路を通る様子は前時の学習を活かすことができ、念願の公園遊びも実施し
た。途中、色々な人が公園に関わっていらっしゃることに気付く出会いもあっ
た。
第⚗時：ワークシートで振り返りを行う。
気付きをワークシートに書きながら、友だちとの意見の交流、全体での気付き
の共有、自分ができるようになったことといった観点で振り返りを行った。
資料⚑ 実践Ⅰにおける学習の実際
学習では、発表段階で様々な意見が出るものの、そ
れが実際に書くとなると、低学年の児童が発表した
ことを的確に書けるわけではなかったのである。児
童の能力としての問題だけでなく、書くことへの価
値が見いだせないことが要因としてあげられよう。
確かに、振り返ることのよさを⚑年生であっても実
感させなければ、書く意欲にならなかったといえよ
う。今後、児童が振り返りを行うことのよさを感じ
られる場面やそれを活かした学びにつながる手立て
の考案が必要である。第⚓に、自分の学びを活かす
ことに困難を感じている児童が見られた点である。
振り返りについてのワークシートは児童に返却した
が、それを見て活動①と活動②を比較して考えると
いうことは、低学年の児童においては困難であった
のである。それは、自分の書いた文字が読めないと
いうことや自分が直近に活動したことに目が向いて
しまい、写真を掲示はしていたものの前の活動には
目が向きにくいということである。低学年の児童
は、自分の書いたことを自分自身が整理することは
非常に困難であり、教師がある程度整理しながら児
童に提示することが必要であったといえよう。
（⚔）生活科における実践Ⅱの概要と考察
①単元の目標
夏の自然に触れながら、遊びを工夫して楽しむ活
動を通して、季節によって自分たちの遊びや生活が
変わってきたことや、身近な自然を利用して遊ぶ楽
しさに気付く。
②単元計画
第一次（⚓時間）…『夏で遊ぼう！』
・遊びの計画…⚑時間
・遊んでみよう！…⚒時間
第二次（⚑時間）
・遊びの振り返りと次への計画…⚑時間
第三次（⚒時間）
・遊んでみよう！…⚒時間
・振り返り…⚑時間
③考察
実践Ⅱの概要は、資料⚒である。ここでは、実践
Ⅰの課題をもとに、児童が必要感のある場面で記述
する場面を設けた。その中で、児童の気付きだけで
なく、振り返りを書く機会を設けることで、次の時
間の見通しがもてるようにした。そのことによっ
て、児童は多くの付箋紙を書くことができた。似た
ような考え方は似たような意見として紹介し、異な
る意見はその後に紹介するなどした。さらに、意見
の違いを明確にした上で整理して掲示したり、⚒回
目活動後に⚑回目の自分の振り返りを見ながらさら
に振り返りを行ったりする場を設けた。そのこと
で、違う意見を書こうとする心理が働いたのか、⚒
回目の振り返りが⚑回目とは異なるものになってい
る児童が多かった。このような振り返りの様相を見
ると、第⚑に、⚒回の活動を設ける場合は、⚑回目
の活動の後にすぐ振り返りを書くと児童の振り返り
は充実すること。第⚒に、⚑回目の振り返りを掲示
したものを児童が見ることで、⚒回目以降の児童の
振り返りに影響があるといえよう。次に、この点に
ついて、さらに踏み込んで児童の成果物を検討して
みよう。
（⚕）評価資料としての児童の成果物の検討
児童が作成した画用紙の付箋紙の内容や振り返り
の内容を一覧にすると、表⚑及び表⚒のようであ
る。そして、児童の記述内容を整理すると、表⚓に
なる。大きな変化として読み取れるものは、⚑回目
の振り返りでは「感想」が多かったが、⚒回目にな
ると「友だちとの関わり」が増えている点である。
⚑回目と比較すると人数自体は変化がないが、同じ
児童が書いていたとしても、たくさんの振り返りの
中でも「友だちとの関わり」が大切であるというこ
とを考えている児童が多いことがわかる。実際の変
化を見ると、⚑回目に「友だちとの関わり」を書い
ていない児童のうち、⚒回目に書いている児童が11
名見られた。⚑回目の振り返りを整理して掲示した
後は、⚒回目の活動まで付箋紙は貼っていただけで
あった。それを踏まえると、純粋に活動を通しての
振り返りともみられるが、⚑回目の振り返りの掲示
を見た児童が実際に⚒回目の振り返りとして記述し
たことも考えられよう。また、気付きについての振
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表⚓ 記述内容の分析
（ ）内は付箋紙の枚数
記述
内容
⚑回目の
振り返り
⚒回目の
計画
⚒回目の
振り返り
感想 54％(40) 0 9％(3)
気付き 20％(15) 0 34％(12)
友だちと
の関わり
26％(19) 0 54％(19)
遊び方 0％(0) 100％(23) 3％(1)
合計 100％(74) 100％(23) 100％(35)
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次 児童の活動の様子
第
一
次
第⚑時：あそびのけいかく
夏遊びの計画の中では、「砂を使って遊ぶ」「水鉄砲をして遊ぶ」「シャボン玉で遊ぶ」「あさがおの色水を使って遊ぶ」といっ
た意見が出て計画を立てることができた。様々な遊びを経験できるような計画を児童が立てられるようにした。また、実践Ⅰで
課題があったため、児童が遊びを行った後に振り返りの観点とできるように、次のような手立てをとった。まず、児童が遊び名
を発表した際には「どのようにするの？」といった遊び方を意識させる問いかけを行った。また、遊び方を確認する中で「一人
で遊ぶの？」と問いかけを行い、相手を意識できるようにした。児童の意見を書き出して残しておくことで、実践Ⅰで出た課題
を改善するようにした。
第⚒時・第⚓時：あそんでみよう！
実際の活動の中では、児童は友だちと遊んだり、用意した道具で色々な遊びを楽しんだりする児童の姿を見ることができた。
そこでは児童の様々な気付きや言葉が出ていた
第
二
次
第⚔時：あそびのふりかえりとつぎのけいかく
実践Ⅰの課題は、児童の振り返りの必要感という点があった。そのため、活動を行っ
たその日に振り返りを書く時間を設けた。児童は、自分たちの気付きや感想を書くこ
とができ、次への活動の見通しも持つことができた。「まだやりたい！」という次の活
動への願い、また、「今度はこうやりたい！」といった活動への想いがあってこそ、こ
のような付箋の量になった。この付箋を整理して掲示しておき、児童が見えるように
した。
第
三
次
第⚕時・第⚖時：あそんでみよう！ ※活動前に⚒回目の計画は確認しておく。
前時の振り返りを活かして遊ぶ姿が見られた。シャボン玉の工夫、水
鉄砲の工夫、水路の広げ方といった点で、児童には活動の広がりが見ら
れた。
第⚗時：振り返り…⚑時間
活動の後に、⚑回目の振り返り、⚒回目の計画を貼っていたものを、
自分の画用紙にもどし、それを見ながら本時の振り返りを書く時間を設
けた。⚒回目の振り返りも貼った上で、グループでの振り返りや全体で
の振り返りを行った。付箋紙で書いていることが多かった分、また⚑回
目の振り返りの整理を見て⚒回目の振り返りができたことから、多様な
振り返りが見られた。
資料⚒ 実践Ⅱにおける学習の実際
㸯ᅇ┠ࡢ
᣺ࡾ㏉ࡾ
㸰ᅇ┠ࡢ
ィ⏬
㸰ᅇ┠ࡢ᣺ࡾ㏉ࡾ
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表⚑ 「なつあそび」における児童の記述内容（⚑回目の振り返り）
児童 ⚑回目の振り返り
Ｃ⚑
しゃぼんだまがおくじょうまでいったよ。 ◯◯のあたまをねらって、みずをうった
よ。
すなあそびでどろをきょうりょくしてた
のしかったです。
Ｃ⚒ おおきいしゃぼんだまをつくりました。 みずでっぽうがたのしかったよ。
Ｃ⚓
しゃぼんだまでおおきいのがたくさんつ
くれたよ。
みずでっぽうにあたってさむかったよ。
Ｃ⚔ しゃぼんだまがおおきくできた。 すなあそび、◯◯くんとやまをつくった。 みずでっぽうのみずがさむかった。
Ｃ⚕ みずでっぽうがたのしかったよ。 しゃぼんだまがたくさんできた。
Ｃ⚖
しゃぼんだまで◯◯くんとあそんだよ。 みずでっぽうで◯◯くんとあそんでたの
しかったよ。
すなあそびでみんなでかわをつくったよ。
Ｃ⚗
おおきいしゃぼんだまをつぶすのがたの
しかったよ。
みずでっぽうたいけつがたのしかったよ。
Ｃ⚘ すなあそびでいっぱいあそびたいです。
Ｃ⚙ みずをかけられた。 きょうしつにはいったよ。 どろがかおについてたよ。
Ｃ10 しゃぼんだまのたまがおおきかった。
Ｃ11
すなばでかわをつくるときにきょうりょ
くしたよ。
みずでっぽうでバトルをしたよ。
Ｃ12 しゃぼんだま、おおきくふくらませたよ。 みずでっぽうたのしかったよ。 すなあそびがたのしかった。
Ｃ13
Ｃ14
おおきいしゃぼんだまをつくるのがむず
かしかったよ。
ともだちとみずをかけっこしてたのし
かったよ。
Ｃ15 おおきいしゃぼんだま
Ｃ16 すなでねころんだことがたのしかったよ。
Ｃ17
しゃぼんだまひとにかけたり、おもしろ
かったよ。
みずでっぽうで、◯◯ちゃんにみずをか
けたよ。
Ｃ18
Ｃ19
ともだちといっしょにみずでっぽうがで
きてうれしかった。
すなあそびでかわやだんごをつくってた
のしかった。
しゃぼんだまでじめんについたよ。
Ｃ20
みずでっぽうはいろんなひとやともだち
にあてれてたのしかった。
おおきなしゃぼんだまができてうれし
かった。
Ｃ21
しゃぼんだまのかたちがおおきいのちい
さいのがあってたのしかったよ。
みずがいっぱいかかってたのしかったよ。
Ｃ22
みんなですなあそびをするのがたのし
かったです。
ともだちとみずでっぽうをするのがたの
しかったです。
しゃぼんだまをみんなでとばすのがたの
しかったです。
Ｃ23
どろだんごをつくりました。たのしかっ
たです。
みずでっぽうがたいへんでした。
Ｃ24
みんなでかけあいっこしてたのしかった
よ。
どろであそんでいてたのしかったよ。 しゃぼんだまがとうくにいったらきれい
だったよ。
Ｃ25
すなあそびで、どろだんごやかわをつくっ
たりやまをつくったりしてたのしかった
です。
みずでっぽうでおともだちとかけあって
たのしかったよ。
しゃぼんだまをおともだちとやってたの
しかったよ。
Ｃ26 みずでっぽうがたのしかった。 おおきいしゃぼんだまができたよ。 すなでやまをつくってたのしかったよ。
Ｃ27
みずをはこんだよ。おもかったよ。 ⚒かいからおにいちゃんがみていたよ。 うちわのほねだったら、ちいさいしゃぼ
んだまがでてきたよ。
Ｃ28
ともだちとしゃぼんだまをたくさんとば
したよ。
ともだちとすなのトンネルをつくったよ。 みずでっぽうで、ともだちとかけあいっ
こしたよ。
Ｃ29
ぽけもんばとるをするのがたのしかった
よ。
すなあそびで、◯◯と◯◯と◯◯と◯◯
でいっしょにつちをほったのがたのし
かったよ。
みずでっぽうで◯◯にみずをかけるのが
たのしかったよ。
Ｃ30
しゃぼんだまで◯◯ちゃんとあそんだよ。 すなあそびで◯◯ちゃんとあそんだ。 しゃぼんだまで◯◯ちゃんといっしょに
しゃぼんだまでかさねた。
Ｃ31 しゃぼんだま、またやりたい。
Ｃ32 すなあそびで、みちをつくったらたのしい。
Ｃ33 すなあそびがたのしかったよ。 しゃぼんだまあそび
Ｃ34
みずでっぽうがたのしかったよ。きずい
たことおもったよりもたのしかった。
Ｃ35 すなあそびがたのしかった。 しゃぼんだまおもしろかった。 みずでっぽうがたのしかった。
⚑回目の活動について、C13・18は欠席
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表⚒ 「なつあそび」における児童の記述内容（⚒回目の活動前・活動後の振り返り）
児童 ⚒回目の活動前 活動後の振り返り
Ｃ⚑
みずでっぽう、⚒とうりゅうでとばす。 おれと◯◯くんと◯◯がいっしょにみずでっぽうをどんどんうったよ。たのし
かったよ。またやりたいです。
Ｃ⚒ みずでっぽうやしゃぼんだまがたのしかった。 しゃぼんだまのいろがきれいだったよ。
Ｃ⚓ おとしあなをつくる。 みんながいたからたのしかったよ。
Ｃ⚔ みずでっぽうをマヨネーズでしたい。 やま・どろだんごをともだちとつくってたのしかった。
Ｃ⚕ みんなででっかいわをつくる。 かわのつくりかたをてにいれたよ。みずでっぽうのしかたをてにいれたよ。
Ｃ⚖
みずでっぽうでみんなでかけあってたのしかったよ。みんなとやるとたのしかっ
たよ。
Ｃ⚗ シャンプーのあきをつかう。 ◯◯くんとみずでっぽうをしてたのしかったよ。
Ｃ⚘ いしがまるくてきらきらひかっていたよ。
Ｃ⚙ きれいないしをさがす。 おれんじいろのいしをみつけた。どろのなか
Ｃ10 みずでっぽうがたのしかったです。みずをかけあったのでたのしかったです。
Ｃ11
みずでっぽうをぱわーあっぷ。さんこのあなで
かいぞうする。
ながいかわがつくれたよ。
Ｃ12
ぼくがとばせてみんながうちわのほねでたたく
ゲームです。
みんながいてたのしかったよ。
Ｃ13 ペットボトルにみずをいれてふきとばす。 みんながいたからいろいろあそべたよ。
Ｃ14 いっぱいみちがあるかわをつくりたい。 バケツとスコップとみずがあったからたのしかったよ。
Ｃ15 ともだちにかけてたのしかった。
Ｃ16 すななげっこです。 みんながたのしかったから、ぼくもなかまにいれてくれた。
Ｃ17 ◯◯くんといっしょにきょうりょくしてくれたからできた。
Ｃ18 みずでっぽうをかいぞうする。 シャボンだまがにじいろできれいでした。
Ｃ19
みずでっぽう、みんなでたのしみたい。みんな
でたのしくしたい。
◯◯ちゃんとしゃべりながらおだんごをつくってたのしかった。
Ｃ20 せんせいにどろだんごをいっぱいあてたい。 しゃぼんだまはいろいろないろがあったよ。
Ｃ21
すなあそび、おおきいかわをつくりたい。 しゃぼんだまのいろが、しろ、ピンク、みずいろ、にじいろがあって、しゃぼん
だまのいろがきれいでたのしかったよ。
Ｃ22 みんなでながいかわをつくろうよ。 みんなでほったりしてみんなとあそぶのがたのしかった。
Ｃ23 しゃぼんだまでストローをつかう。 すなあそびで、どろだんごのつくりかたをてにいれたよ。
Ｃ24 みんながいたからたのしくあそべたよ。
Ｃ25 すなあそびを◯◯ちゃんとしてたのしかったです。
Ｃ26 すなあそびでどろだんごをつくろうよ。 ずっとすってたら、しゃぼんだまがおおきくなりました。
Ｃ27
ふうせんにみずをいれてとばす。 しゃぼんだまをしてとうめい、きいろ、ぴんくなどのいろがでました。きれいで
した。
Ｃ28
みずでっぽうをあまのがわみたいにとばす。 みんなでたのしくあそべたよ。なぜ？「いっしょにしよう。」「いいよ」とゆうか
んじ。たのしかったよ。
Ｃ29
みずでっぽうで、しゃんぷとかがなくなったら
みずでっぽうにつかえるんじゃないのとおもっ
たけど、どうかな。
みんなとすなあそびとしゃぼんだまあそびとみずでっぽうであそんだよ。
Ｃ30 ◯◯ちゃんといっしょにすなあそびをしたい。 きれいないし、まるいいし
Ｃ31 しゃぼんだま、またやりたいな。 みんながいたからたのしかったよ。
Ｃ32
マヨネーズのいれものにしゃぼんだまえきをい
れてしゃぼんだまをする。
しゃぼんだまをして、しろ、ピンク、みずいろ、きいろ、にじいろ、いろいろな
いろがみられてたのしかったです。
Ｃ33 しゃぼんだまやろう。あおいかわのいろ。 なつあそびがたのしかったよ。
Ｃ34 すなあそびでおおきいかわをつくる。 みんなとすなあそびをきょうりょくしてたのしかったよ。
Ｃ35 またせんせいとあそびたい。 みずでっぽうがたのしかった。みんながきょうりょくしたから。
り返りも増えていることから、同様のことが考えら
れる。一方で、具体的な記述内容に目を向けると、
「⚑回目の振り返り」、「⚒回目の計画」、「⚒回目の
振り返り」と継続した内容を書いている児童が少な
い。「⚒回目の計画」を「見通し」として考えると、
⚒回目の振り返りが未だ不十分といえよう。
以上のことから、総合考察を述べれば、以下のよ
うにいえよう。まず、実践Ⅱの⚒回目の振り返りの
みを見ると、児童の評価として「気付き」や「友だ
ちとのかかわり」を記述している児童が多い。その
中で、本研究として取り組んだ児童が記述した付箋
紙を児童のワークシートに戻すことで、⚑回目の気
付きと⚒回目の気付きとの変化をみることができ
る。先述したように、「友だちとの関わり」につい
て11名の児童が⚑回目から⚒回目へと変化が見られ
ているが、これは逆に⚘名の児童は同じことを記述
していることがわかる。そのような児童について
は、記述内容の変化ではなく、記述内容の深化を見
ることができるといえる。そして、⚑枚の画用紙に
戻したことで、それが一目で判断することができ
る。
次に、付箋紙の活用については、実践Ⅰでワーク
シートに振り返りを書かせるタイミングが悪かった
こともあり、児童自身の必要感という点で問題が
あったといえる。実践Ⅱでは付箋紙に活動後にすぐ
に書くことで多くの振り返りを児童が書くことがで
きた。また、付箋紙のサイズであったからこそ、容
易に画用紙にまとめることができた。低学年の児童
であることから、児童の書きやすさや整理のしやす
さという点において、付箋紙は有効であったといえ
る。嶋野は、「学んだことの定着や学びに向かう力
を高めるには、学んだことを整理・確認するだけで
は足りません。この時間の学びが自分にとってどの
ような意味や価値があったかを自覚させることが重
要10)」であるという。その意味では、付箋紙を使う
だけでなく、振り返りの中で児童自身が自己の学び
を価値付けているといえよう。それは、付箋紙が単
なる全体での活用だけでなく、フィードバックされ
て児童自身のものとなったからである。付箋紙の活
用を教師の評価や評定の資料として用いるだけでな
く、児童にフィードバックすることにより、生活科
の学習で最重要な児童自身の気付きの質を高めるこ
とにもつながるといえよう。
当然、本実践では繰り返しの活動を行っているた
め、繰り返すことで気付きの質が高まったというこ
とも考えられる。しかし、小学校⚑年生の児童の気
付きは無自覚なものが多く、忘れやすいものでもあ
る。そこに、簡単であっても「書く」という活動を
取り入れたり、それを「動かす」という操作を取り
入れたりすることで、自覚できるものも増えてくる
といえよう。事実、表⚑・⚒にあるＣ31は「しゃぼ
んだまやりたい」という思いや願いしか表出できて
いなかったが、最後には「みんながいたからたのし
かったよ」というような、学びの目を周りに向けて
いることを表現できている。これは、自分の楽しさ
が周りの友だちと一緒に遊ぶことで成り立っていた
ということに気付けていることである。自分の思い
を簡単に書ける付箋紙であったからこそ、素直な気
付きの変容が見られたといえよう。ワークシートで
多くを書くという技能の伴わない小学校⚑年生だか
らこそ、付箋紙に書くことで気付きを素直に書け、
また、その深まりを見ることができたといえる。
⚓ 成果と課題
本研究では、生活科の授業において低学年児童が
記述し全体で共有化を図った付箋紙を、児童に
フィードバックしたり児童自身が自己評価の資料と
して用いたりすることができるような方策を検討
し、その成果物を評価資料として活用する方法につ
いて明らかにすることを目的とした。
その結果、以下の⚒点が一定程度明らかになった
といえよう。すなわち、第⚑に、小学校⚑年生とい
う発達段階で一般に文字数の多いワークシートを用
いた振り返りが困難な場合には、付箋紙が有効であ
るということ。第⚒に、付箋紙に書いた気付きを⚑
枚の画用紙などにまとめて比較できるようにするこ
とは、生活科における児童の気付きの変容を知る上
で有効に活用できることである。
なお、本研究と⚑枚ポートフォリオ11)との整理を
行うことや、生活科における他の単元による検討な
ども必要ではあるが、これらの点については筆者の
今後の課題としたい。
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